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花代・ j司徳情の『中原音韻J( I)は f韻譜j と「正詩作詞起伊Jの二部から
なるが、もともと北Ij3制作のための実用書として締まれたものであるとされて







に f入声作平声j、「入声作}:荷j、「入声作去声j の韻字をそれぞれあげて、 fー
として不適可なものはなしリとす
元13ちの!倹韻については、すでに問仁!コ謙二氏が f元ぬに於ける倹韻についてj




うかJ(間警 P (4) としている。また、車遮韻についても『西摘記J第四











まず、)~致速の{双調・夜行船J r毛のi封j 文と j問 f忠清の ~lJZ をあげるの








































1tl~ 多 11キ HX良夜(去} いい1寺は長くは続かぬもの
1-;: jilA/J.x {j出:1奇心似鏡(入作上) 銭の亡者は 鉄の心で





























堂土l/j'(慾 i 究機事貼{入作上}コオ口ギが!鳴きやんで やっとイi民り iを
































，';1' I ，] : ~:t副題!誌編r馬 j変速 7i乙 Ij: r~rfF 由。 JJtJJ)1:梨j自不信託}， jl(~胡話i
始、活{会。ゐIf'1'"11 jll~ '.Jo 余1，1:If'投i1111w~ '.JJ。行他)1Itl政』、、「傑J、
1 ;J!JJ、勺持」、 『抱J ']<， 是人 f~幸作、jï，侍; III~lJ;j.JJ、勺~~.JJ、 r括支』、 、1 ~:I1L! 、 lJa決」、
1 ~tJí J、可欠J、勺故」、 1I1ll.J、 If'EiNJ 字， J忌人J;l草作 1'，持; Fj成」、 IIJJJ、r葉J，j込
人持Vroj~1詩: jtl~ "，(:イ¥妥，後.!::! 
評:この套数は来鋭、馬致達先生の作ったものであるのこれこそ楽府であっ
て、重韻しておらず、視字がなく、険韻を用いているが、ことばが美 L"¥0 












える。その評価の根拠は、以下の“不意約， jn~磁 'f: ，続 i捻， I丹後。"と考えら
れる。 f重緩Jは rSIJ繁j のひとつであるが、この作!弘にはi司じ韻字はj有し可ら
れていない。次に「綴字がないj という点は、任中敏の《作詞十法疏議)> (注





























揚iM怠詩 <'i1)f~紛れ二系} (r4::J間社会科学1:¥1坂村 1981年 10月 p34)によ
ると、コ原膏韻』と f蒙出[字韻Jの韻音ISと韻類の区分は基本的に一致し、 f蒙
の f家麻j と r'車遮j に分れているとある。
f八思巴文字J等の資料から、 f中原音韻J
46とするあ車:遮韻の韻母:は iεとiuε。
ややi京音韻Jの f韻譜j をみると、 f十i型 車遮践j の韻字の性絡そのものに
も険韻視される路間があるように思える。事遮韻は韻字数自体が比較的少ない
が、 j塗平戸 9・i湯平声 11・上声 16・去声 20に比パ、入声作平声 30・入声作



















度用いられているのであろうか。 15膏樹森編『全元散 Ijj3~ fこ収められている
韻の作家別作品数は、残曲をi徐くと以下の通りで、ある。(数字は、それぞれ小令・
套数の作品数を表す。比較的作品数が多い作家名はゴシック体で表記した。)
事i 。 i百祇j誼 i G 議塾 7. 0 i線引を i 。
!言語実現lP 3. 1 (1 楼 1. 1 挑:謎 2. 0 罵致遠 7. 3 
{:j 4. 0 5長 2. 0 曽端 4. 2 湾向表 ゴ同= 12. 0 
畿日寺中 5. 0 醇昂iょ 1. 0 民弘.@ 2. 1 j臨礎 2. 0 
1. 0 張可久 18. 0 イ壬 fFA 1. 0 銭高 G 
徐再患 7. 0 荷主主 2. 0 i〈{中 j乙 1. 0 共同逸 4. 0 
越顛宏 3. 0 1. 0 E:変ご1.1 。 朱!定 1三 O. 1 
張!l，場善 2. 0 場籾英 ト O :ヰミ 2. 0 張j孝之 O. 1 
j王元亨 17象。 劉婆惜 1. 0 1!A 瑛 。 劉躍f言 10量。
i勿I呈 式 2. 1 O. 1 f 。
(無名氏目、 6)







ると、!点検 (120. 0)、 (115. 21)、約端(ヲう. 17)、白山 (209. 11)、張








ギ持 li詰: 以6 斜 8
入荷作、ji.1玲 'i¥4 ヂ9 蝶 7 1ji' 6 1支4 別 10 虫色 12 
ト待0.2， 9 汗8
人待作ト搾 j;J6 会I{6 百'j14 1(IL 7 敬う 故う 銭 5 :J1j 4 7 説8
徹 8
l~J汚 : 台 4 説8 ィ支 1 
へ J:'/;を li成7 葉 4 業4 rJ 6 摂.~ 4 劣4










斜: '1"鏡花影I(j横斜長長斜劣菟家者可 {i~1態斜 先夜性見火随斜
!送i抗告長沈民芸斜 鎖前j員会lJH奈矧斜 劣'(Ri家宅)¥'ìJI:*~'槌斜 眼前紅白又西斜
塁塁.新慾千持者4~ 粉行進!llFi出愁恨 r抗 議恨常j金
j在翠下牧 '1桂子役 詩守護婦錦 i立J誌 、J>)L、愁 I~;粍





絶:1紹{閲兵な麟息絶長公空間f絶江11消絶 矢IJtf ，:1;街絶 f! ，WJi守絶
幾合)j寺煩議i徐絶 1.1持il三愁絶 金桜火?令/~~抑!絶 j民IJP'f思絶 域!I自奇絶
妖j議火地絶 是牢絶
也，1-:吏悩人i持也 恰奔光li 尚想~tfむ去年 iめjj15 人 inIJ蓮ts 織破 li
把i月潟合住熱殺tl1 今宵酔也 .l.Ê.説ド 1坊間三HÌl~1之It 負従!ヘ，;1~}~\Eiム:ili
道東簸醇了也
節:紗議タトH$ 敵痩節 梅 f裁1与節 去1]'V.I壊{芹泥i忠節 it(常jり!J1I守節 使hJi節
比及i沿得到1'蕗lt秋節 ~a~ jι来1寺節 選〉く是ィ支来n寺節 民全イベ{以jJl)Il与節
J史観{故{~涼 .~n 節 1:愁会r惨線:11寺節 又是断腸1キ節 幾個登高節
夜:喜子夫良疫 杯中iR粒子大良孜 芯;足立11f.{主 見他人H4j: 1;t!.家民約子石続攻
毅鵠!有!犠詰境E従今イ夜支 {枕叱袋1寒長苦錦難fi主H挺1持産主ね:は立如i口l千年i子三f夜長主， 慌剥雑j主i劾t揖:脅却翌

















詩頚13おj毛是i:s。立1]得好十G， 吋馬ヰミ旬。 前輩 IrJ長調Aと匂J忌
(8J 
、!と力支， ~tlÿ;JtlAく "-UMI-_;'!に htÿ認本匂 jと!開依後}資JFJ 之。... (11各)'''LL，.L
_{'i iW A:1 ili )1仁妙;主句1首熟， グが無'i1卒。
け:鎖、 Jl~ì は末j毛(が ß~嬰である)J (10)というのがこれである。 刊行司を得、
それが意を余すことなく表現していれば未句にすることができる。先人がす
でに f某!強調の未1:1J はてv声で終わり、来 IÍI~ 詰Iðの末イ，J]は上声で、絵わり、某 i強調
の末匂は去声で、終わるj と述べている。後ろにあげた項院に従って使うので




平jよと J::r~1三戸支の i又汚IJ を述べているのしかし、実際の作品ではこれに合致しな
いものも多く、 f入声派三声j とともに問題が残る fll)。
V. 結び















{い鵡f窓情:(1277 -1365) iヨ湛、号は挺斎。高R (今の江西省)の人。『中
(9J 
j京下手韻~は7C .泰定 jél，~:. (1324 1~三)に'7'2成した。
本稿で{士、 rjl 悶，.1~'>>4J.蹴 lÜI 1論若葉成 [ • J (初版 1959年 7n 1982 1f 1 ):J第
4次I:J]品IJ/'lJI泊所収のものをほ本としたの
馬致遠:(1250!，H消後一 J321 .-y 1324のI'MD 'f:は東 í~í&" (r揃1]:1ぎの務官を務
めたことがあるとされている。封uJ年IJ1十品は 15碍のうち1克イj吋一るもの 71'重の 1存
樹森編 f令:jd~支 ItllJ1には、小令 115~ï、安数 21 套、残護数 4 套が収められて
いるの
にい初出は『東方学報(京都U12 -2 (1941 {;I三9n)。
f.U こうした険認をJi11，，¥た!黙の結果について、以下の :3}誌を指1~tl されているの
ど諸識の11禁を保さよざるを得ないの




は李立成箸<<JC1ti英語九二{奈良.(j比較 /j.Jf'~'t ~ (タト文出版社 20021V )に詳しい、
4・訳出にあたっては、任中敏《作詞i-.法統校~ (W散IjJ!:1妻子IU所ij又 台湾.rl:11~ 
イ芸局 民間 601qュ9H) 、安IJ益!謁《馬致遠散 Ilb 校注~ (.書れ文献/J¥版社 J989 
号 7 月)の誌のほか、 '13 )東{建 J乏の訳注 (Wriコ j京高ニ韻作間ト法~ f，VUt: [ 
J W均をl~論援J 地.9 ・ 10pJTij叉 1979 1f' 1980 1，:1三)、及び井波i稜 'E1(のぷ注 uミ
国総若子まえ戯曲考~第十;章 Ji:lulの文章j 平凡打- 1997年 12月)を参
考:こさせていただいたう
ム rjコ原健三氏の訳rHこもあるように諸本では "mu今刊の後;こ“号室"がある β こ
こでは前後関係から判断して、 "TIe;"を有li足して訳出したη








1995年 3月初版 2001年 3月)では、『中原音韻』の f入声派i声j のi問題
に精密な分析を加え、 rW中原音韻Jはj渇徳清が!き!芋で称するように自ら元IJll
の初期の名家の実作に基づいて帰納して編んだものではなしリと結論づけて
し、る。
(文教大学)
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